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図 1 は，過去 42 年分の年度別有機廃液処理量の棒
グラフであるが、平成 28 年度の処理量は 152,329kg と
なり、前年度より約 12.1％にあたる 20,984kg 減少し、こ
れまでの 3 番目となった。廃溶媒量は 124,289kg で前
年度より 6.2％の 7,222kg増加したが、水溶性希薄廃液




図 2 のように平成 28 年度の処理量の内訳として、吉
田地区は 52.0％の 79,191kgであり、桂地区(吉田地区
の工学部を含む)は 31.8％の 48,440kg 宇治地区(農学
部を除く)の外部委託処理量は 13.5％の 20,600kg、そ
してその他として、伏見区の物質・細胞統合システム拠
点の 2,990kg と犬山地区の霊長類研究所が 328kg、大
津地区の生態学研究センターの 210kg、工学研究科附
属流域圏総合環境質研究センターの 400kgを合わせて






であり、iPS 細胞研究所は3,800kg 増加し、11.4 ％を
占めたが 、薬学研究科は前年度より 1,500kg 減少
し全学の 11.1％となった。中でも iPS 細胞研究所は廃液
の搬出が 7 年目となるが、連続して増加している。 


















































































図 1 有機廃液処理量（年度別） 
図 2 平成 28年度有機廃液処理量 図 3 平成 28年度部局別有機廃液処理量 


































表 1 平成 28年度部局別処理量 





地 区 名 
計 
kg 
人間・環境学研究科 1,870 1,220 
吉田地区 
3,090 
理学研究科 14,950 5,130 20,080 
生命科学研究科 310 430 740 
医学研究科 630 530 1,160 
附 属 病 院 3,010 670 3,680 
薬学研究科 12,740 4,240 16,980 
工学研究科 (物理、工業化学） 1,478 920 2,398 
農学研究科 4,840 3,060 7,900 
エネルギー科学研究科 600 120 720 
地球環境学堂・学舎 0 80 80 
ウイルス,再生医科学研究所 340 370 710 
総合博物館 0 1,050 1,050 
iPS細胞研究所 17,398 0 17,398 
フィールド科学教育研究センター 20 0 20 
学際融合研究推進センター 305 1,490 1,795 
環境科学センター 30 40 70 
物質－細胞統合システム拠点 470 850 1,320 
工学研究科 41,790 6,650 桂 地 区 48,440 
物質－細胞統合システム拠点 2,810 180 伏見区等 2,990 
宇治地区(NEDO以外） 19,580 850 
宇治地区 
20,430 
NEDO革新型蓄電池プロジェクト 170 0 170 





400 0 400 
霊長類研究所 328 0 犬山地区 328 


























































図 1 廃液情報管理システムでの手続きの流れ 
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表 1 平成 29 年度 有機廃液担当掛一覧 
(2017 年 3 月 1 日現在)
部局 担当掛 Tel./e-mail address 


























理学研究科 本部 16-3619 
a60anzen@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
薬学研究科 南西地区共通事務部 





















































表 2 有機廃液の貯留区分 
貯留区分 記号 摘要
有害廃油 WO-HO 特定有害物質※を含む可燃性の廃液 
(一般)廃油 WO-OO 有害廃油、引火性廃油以外の可燃性の廃液
引火性廃油 WO-IO 引火性の高い可燃性の廃液（引火点 70℃以下） 
有害廃希薄水溶液 WO-HAQ 特定有害物質を含む廃水溶液
(一般)廃希薄水溶液 WO-OAQ 有害廃希薄水溶液以外の廃水溶液
※特定有害物質：トリクロロエチレン, テトラクロロエチレン, ジクロロメタン, 四塩化炭素,1,2-ジクロロエタン,
1,1-ジクロロエチレン, シス-1,2-ジクロロエチレン, 1,1,1-トリクロロエタン, 1,1,2-トリクロロエ








































表 3 PRTR対象物質の環境への排出量および事業所外への移動量（平成 28年度、単位：kg） 
大気 下水道 事業所外 
吉田 
クロロホルム 2,056 46 2,985 
ジクロロメタン 4,264 15 3,297 
アセトニトリル 495 56 1,331 
ヘキサン 2,140 0 6,439 
エチレンオキサイド 5 0 0 
桂 
クロロホルム 4,995 93 5,234 
ジクロロメタン 4,417 16 3,643 
トルエン 481 1 1,379 
N, N－ジメチルホルムアミド 113 34 1,000 
ヘキサン 3,329 0 7,915 
宇治 
クロロホルム 1,378 30 1,968 
ジクロロメタン 1,922 6 915 





無機廃液に関する 1980 年度から 2016 年度までの
年度別処理量及び 2016 年度の部局別処理実績をそ


















































図 1 無機廃液の年度別処理量 
－ 69 －
表 1 無機廃液部局別処理実績（2016年度） 
地   区 部 局 一般重金属系 水銀系 シアン系 フッ素系 リン酸系 合  計 
理学部 
理学研究科 377.0 10.0 0.0 0.0 0.0 387.0 
生態学研究センター 181.0 0.0 0.0 0.0 0.0 181.0 
生命科学研究科 82.3 0.0 0.0 0.0 0.0 82.3 
病院 病院 221.0 10.0 0.0 0.0 21.5 252.5 
病院西地区 再生医科学研究所 11.0 0.0 0.0 12.0 0.0 23.0 
工学部 
工学研究科 1,820.0 180.0 12.0 296.0 226.0 2,534.0 
エネルギー科学研究科 520.0 0.0 40.0 20.0 40.0 620.0 
地球環境学堂 40.0 0.0 0.0 20.0 0.0 60.0 
産官学連携本部 0.0 0.0 0.0 0.0 30.0 30.0 
農学部 
農学研究科（含宇治地区） 874.5 5.0 10.0 60.0 47.5 997.0 
フィールド科学教育研究センター 140.0 0.0 60.0 0.0 0.0 200.0 
総合人間学部 
人間・環境学研究科 428.0 0.0 0.0 45.0 0.0 473.0 
国際高等教育院 285.0 0.0 0.0 0.0 0.0 285.0 
宇治地区 
化学研究所 96.6 5.0 11.0 40.0 10.0 162.6 
    生存圏研究所 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 
防災研究所 0.0 0.0 0.0 80.0 0.0 80.0 
環境科学センター 
霊長類研究所 80.0 0.0 0.0 0.0 0.0 80.0 
ナノテクノロジーハブ拠点 76.0 0.0 0.0 36.0 0.0 112.0 
iPS研究所 0.0 2.0 0.0 0.0 0.3 2.3 
環境科学センター 0.0 0.0 7.0 20.0 20.0 47.0 
































る。2016 年度の延べ利用者数は 217 人であった。







図2 KMSで1年間に処理された主な元素の量 (2016年度） 
－サンプル分析と処理時分析の比較－ 
－ 70 －
表 2 地区別ミニプラント利用者数 (2016年度） 
地   区 
実  施  月 
合計 5月 7月 9月 11月 2月 
工学部 25(11) 28(14) 0 47(12) 20(12) 120(49) 
農学部 0 11 26 0 9 46 
理学部 5 0 4 0 4 13 
病院 0 0 0 0 1 1 
総合人間学部地区 0 15 9 0 0 24 
薬学部 0 0 0 0 0 0 
病院西地区 0 0 1 0 0 1 
医学部 0 0 3 0 0 3 
宇治地区 6 0 0 0 0 6 
物質-細胞統合システム拠点 0 0 0 0 0 0 
環境科学センター 0 1 0 0 2 3 






処理 に使用さ れたかを使 用対象と して記 号
M,Hg,CN,P,F で表し、対応する処理を注釈を付けて























項   目 使 用 量 
使 用 対 象 
M Hg CN P F 
苛性ソーダ（24%） 4,770 L ○ ○ ○ ○ ○ 
苛性ソーダ（フレーク） 52 kg ○ ○ 
硫酸（10%） 167 L ○ ○ ○ 
硫酸（98%） 12 L ○ ○ 
硫酸第 1鉄 4,050 kg ○ 
過マンガン酸カリウム 
（粉末） 
23 kg ○ ○ 
塩酸ヒドロキシルアミン 
(5%) 
17 L ○ 
オリトール S
（重金属除去剤） 
5 L ○ 
消泡剤 1 L ○ ○ 
塩化カルシウム 301 kg ○ ○ 
次亜塩素酸ソーダ 140 L ○ 
硫酸ばんど 4 kg ○ 
高分子凝集剤(0.1%) 511 L ○ ○ 
電気（動力） 3,968 kwh ○ ○ ○ ○ ○ 
都市ガス 716 m3 ○ ○ 
上水 262 m3 ○ ○ ○ ○ ○ 
M  一般重金属系（フェライト化処理） 
Hg  水銀系（酸化分解・キレート樹脂吸着処理） 
CN シアン系（アルカリ塩素処理＋紫外線・オゾン分解処理）
F,P フッ素・リン酸系（石灰化処理）
表 4 KMSにおけるスラッジ等発生・搬出状況 
（2016年度分） 
スラッジ種類 発生量（kg) 搬出量 (kg) 
フェライトスラッジ 1,840 1,834 

































































図 3 廃液中の元素別平均濃度とミニプラント試験結果( 2016年度) 
飽和磁化(emu/g) 
◎ 70以上
○ 60 上 70未満 
△ 40以上 60未満 











表 5 KMSで処理された無機廃液中の主な元素等の年度別平均濃度 ( mg/L ) 
一般重金属系 
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn PO4 
2012 4,972.0 0 52 62 2 28 430 97 320 300 170 130 80 150 
2013 4,741.0 0 82 9 1 19 560 120 360 1000 140 58 44 300 
2014 4,557.8 0 45 5 0 12 1000 63 570 1200 220 9 12 310 
2015 5,022.9 0 90 7 42 11 350 160 67 240 150 12 41 300 
2016 5,332.4 0 120 12 2 6 710 98 120 1000 230 57 23 360 
水銀系 
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn PO4 
2012 195.2 1100 150 1 1 3 22 7 310 33 1 0 200 170 
2013 244.0 740 120 0 2 4 42 43 33 26 3 6 6 2,000 
2014 110.0 250 6 0 0 0 4 4 25 68 2 0 7 5,200 
2015 200.9 100 39 1 14 150 94 58 54 67 63 8 1 990 
2016 212.0 550 23 0 35 2 3 9 7 10 0 0 0 0 
リン酸系
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn PO4 
2012 285.0 0 7 18 0 0 450 2 5 17 110 2 2 77,000 
2013 522.0 0 3 2 0 1 1 9 45 2 1 7 0 46,000 
2014 537.0 0 20 0 1 6 19 7 92 16 10 0 0 43,000 
2015 465.7 0  2 3 0 0 2 3 5 12 190 21 3 27,000 
2016 395.3 0 33 2 0 0 31 6 21 87 310 5 210 50,000 
シアン系
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn PO4 CN 
2012 189.2 0 3 6 0 0 7 0 19 620 0 0 0 310 960 
2013 273.0 0 1 0 0 0 15 5 3 150 3 0 0 0 79 
2014 240.4 0 0 4 1 0 23 2 4 40 0 0 0 58 720 
2015 283.0 0 0 0 0 0 10 3 59 51 47 4 0 260 820 
2016 140.0 0 0 0 0 0 0 0 0 29 2 0 0 90 95 
フッ素系
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn PO4 F 
2012 399.0 0 6 2 0 7 0 0 15 13 0 1 82 310 69,000 
2013 660.0 0 10 0 2 5 12 18 23 35 15 8  120 950 44,000 
2014 771.5 0 10 0 0 15 11 170 54 210 7 3 0 650 33,000 
2015 630.7 0 6 0 0 0 1 2 17 33 0 0 0 54 54,000 
2016 629.0 0 49 0 2 1 4 7 14 75 7 1 0 380 31,000 







平   均   濃   度 （mg/L） 試験数 
（ﾊﾞｯﾁ）Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn 
※ × 314 5.9 17 0 0 0 74 17 66 109 13 1 4 9 
40～60 △ 442 8.3 209 80 0 0 6719 86 476 10516 1266 26 35 10 
60～70 ○ 896 16.8 5 1 1 4 337 47 128 261 265 31 100 15 
70以上 ◎ 3,680 69.0 138 7 3 8 129 118 74 116 122 73 4 97 
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表 7 一般重金属廃液中のTOC（全有機体炭素mg/L）測定結果 
2000 年 1 月～2017 年 3 月 
部 局 TOC（平均） TOC最大 液量(L) サンプル数
 薬学研究科 19,000 76,000 1,254 37 
 化学研究所 19,000 180,000 2,793 89 
エネルギー理工学研究所 19,000 110,000 544 19 
 病院 15,000 250,000 3,292 60 
 工学研究科 14,000 250,000 28,763 692 
 再生医科学研究所 13,000 57,000 60 5 
医学研究科 11,000 45,000 465 14 
 保健学科・医療短期大学・人間健康科学 10,000 59,000 828 32 
理学研究科 8,600 110,000 7,121 141 
 霊長類研究所 8,500 310,000 728 20 
 人間･環境学研究科 6,500 47,000 2,802 65 
物質-細胞統合システム拠点 6,300 6,300 100 1 
 生命科学研究科 5,800 19,000 325 13 
エネルギー科学研究科 6,100 120,000 5,296 98 
 地球環境学堂 4,600 35,000 1,440 25 
 ベンチャービジネスラボラトリー 4,000 12,000 240 9 
フィールド科学研究科 3,900 8,000 1,140 17 
生存圏研究所 3,800 46,000 1,149 20 
 生態学研究センター 2,700 21,000 2,325 55 
 原子炉実験所 2,500 18,000 250 7 
 農学研究科 1,800 170,000 11,439 204 
 総合人間･教育推進部・学務部･国際高等教育院 1,100 20,000 11,006 59 
 防災研究所 420 520 82 2 
 その他（環境科学センター、博物館、アジアアフリ
カ、ナノハブ等）
3,600 16,000 405 13 















































平成 年 月   日
部局名 整理番号
廃液系別 Hg, CN, P, F, M（該当するものすべて○印で囲む） 貯留区分（ ） 
廃液量 L pH 容器番号
① 有機物の有無（EDTA などのキレート剤も含む）
□0% □0 ～0.1% □0.1%以上
（内容物 ）
② リン酸の有無 □0% □0 ～0.1% □0.1%以上
③ 珪酸の有無 □0% □0 ～200ppm  □200ppm 以上
④ アンモニアの有無 □0% □0 ～0.1% □0.1%以上
⑤ 廃液区分 Hg の有無 □無機水銀 □有機水銀（塩化物の混入・□有□無） 
⑥ 1,4-ジオキサンの有無  □有 □無 (無の場合は、⑦に回答してください。) 
⑦ 研究室で 1,4-ジオキサンを □使用している□使用していない
⑧ 主 た る 内 容 物 濃度 mg/L（金属や CN－として）  
○特記すべき事項
所 属
申込責任者（職名：教員） ○印  
連絡先電話番号（ ）
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